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(54)【発明の名称】 画像表示装置

(57)【要約】
【課題】発光素子の寿命をより長くする。
【解決手段】有機ＥＬ表示装置は表示画面を構成する複
数の有機ＥＬ素子１６と、映像信号に対応して複数の有
機ＥＬ素子１６を駆動する駆動回路１４，１５，３１，
３２，３３とを備える。この駆動回路１４，１５，３
１，３２，３３は複数の有機ＥＬ素子１６で生じた発光
効率の低下に対して複数の有機ＥＬ素子１６の輝度を増
大させる制御部２０，３４を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画面を構成する複数の発光素子と、
映像信号に対応して前記複数の発光素子を駆動する駆動
回路とを備え、前記駆動回路は前記複数の発光素子で生
じた発光効率の低下に対して前記複数の発光素子の輝度
を増大させる制御部を含むことを特徴とする画像表示装
置。
【請求項２】  前記制御部は前記複数の発光素子と略等
価な構造を持ち所定の駆動電流で駆動されるダミー発光
素子、前記ダミー発光素子の端子間電圧を検出する電圧
検出部、および電圧検出部の検出結果に基いて前記複数
の発光素子の駆動電流を調整する電流調整部を含むこと
を特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】  前記電流調整部は前記電圧検出部の検出
結果に基いて前記映像信号を補正する信号補正部を含む
ことを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】  前記電流調整部は前記電圧検出部の検出
結果に基いて前記複数の発光素子の端子間電圧を補正す
るように構成されることを特徴とする請求項２に記載の
画像表示装置。
【請求項５】  前記複数の発光素子は複数グループの発
光素子で構成され、前記制御部は各々対応グループの発
光素子と略等価な構造を持ち所定の駆動電流で駆動され
る複数のダミー発光素子、前記複数グループの発光素子
と同様に前記複数のダミー発光素子でそれぞれ生じる発
光効率の低下に伴って上昇する複数のダミー発光素子の
端子間電圧を検出する電圧検出部、および前記電圧検出
部の検出結果に基いて前記複数グループの発光素子の駆
動電流をそれぞれ調整する電流調整部を含むことを特徴
とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項６】  前記電流調整部は前記電圧検出部の検出
結果に基いて前記映像信号を補正する信号補正部を含む
ことを特徴とする請求項５に記載の画像表示装置。
【請求項７】  各グループの発光素子は対応発光色で発
光するよう構成され、前記複数のダミー発光素子の駆動
電流はこれら発光色間の輝度バランスに依存して互いに
異なる所定値に設定されることを特徴とする請求項５に
記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は例えば有機ＥＬ(Ele
ctro Luminescence)素子のような発光素子を表示画素と
して用いた画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年では、有機ＥＬ表示装置が軽量、薄
型、高輝度という特徴を持つことから携帯電話のような
携帯用情報機器のモニタディスプレイとして注目されて
いる。典型的な有機ＥＬ表示装置は、マトリクス状に配
列される複数の表示画素により画像を表示するように構
成される。この有機ＥＬ表示装置では、複数の走査線が
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これら表示画素の行に沿って配置され、複数の信号線が
これら表示画素の列に沿って配置され、複数の画素スイ
ッチがこれら走査線および信号線の交差位置近傍に配置
される。各表示画素は有機ＥＬ素子、一対の電源端子間
でこの有機ＥＬ素子に直列に接続される駆動トランジス
タ、およびこの駆動トランジスタのゲート電圧を保持す
るキャパシタにより構成される。各画素スイッチは対応
走査線から供給される走査信号に応答して導通し、対応
信号線から供給される映像信号を駆動トランジスタのゲ
ートに印加する。駆動トランジスタはこの映像信号に応
じた駆動電流を有機ＥＬ素子に供給する。
【０００３】有機ＥＬ素子は赤、緑、または青の蛍光性
有機化合物を含む薄膜である発光層をカソード電極およ
びアノード電極間に挟持した構造を有し、発光層に電子
および正孔を注入しこれらを再結合させることにより励
起子を生成させ、この励起子の失活時に生じる光放出に
より発光する。アノード電極はＩＴＯ等で構成される透
明電極であり、カソード電極はアルミニウム等の金属で
構成される反射電極である。この構成により、有機ＥＬ
素子は１０Ｖ以下の印加電圧でも１００～１０００００
ｃd／ｍ２程度の輝度を得ることができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、有機ＥＬ素
子の発光効率は発光時間（通電時間）または発光量に依
存して低下する。従来の有機ＥＬ素子はこの発光効率の
低下により輝度が半減した状態になるまでの寿命が短か
く、表示装置を長期間に渡って使い続けることが困難で
あった。
【０００５】本発明の目的は、発光素子の寿命をより長
くすることができる画像表示装置を提供することにあ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、表示画
面を構成する複数の発光素子と、映像信号に対応して複
数の発光素子を駆動する駆動回路とを備え、この駆動回
路は複数の発光素子で生じた発光効率の低下に対してこ
れら発光素子の輝度を増大させる制御部を含む画像表示
装置が提供される。
【０００７】この画像表示装置では、複数の発光素子の
発光効率が低下した場合に、制御部がこれら発光素子の
輝度を増大させる。こうして発光効率の低下が補償され
るため、発光効率の低下を補償できなくなるまで発光素
子の寿命を長くすることができる。従って、画像表示装
置をより長期間に渡って利用することが可能である。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施形態に係る
有機ＥＬ表示装置について添付図面を参照して説明す
る。
【０００９】図１はこの有機ＥＬ表示装置の構成を示
し、図２は図１に示す有機ＥＬ表示装置の一部の構成を
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より詳細に示す。有機ＥＬ表示装置は有機ＥＬパネル１
０および有機ＥＬパネル１０を駆動する外部駆動回路３
０により構成される。
【００１０】この有機ＥＬパネル１０は、ガラス等の絶
縁基板上に画像を表示するためにマトリクス状に配置さ
れる複数の表示画素ＰＸ、これら表示画素ＰＸの行に沿
って配置される複数の走査線１１、これら表示画素ＰＸ
の列に沿って配置される複数の信号線１２、これら走査
線１１および信号線１２の交差位置近傍にそれぞれ配置
される複数の画素スイッチ１３、複数の走査線１１を駆
動する走査線ドライバ１４、および複数の信号線１２を
駆動する信号線ドライバ１５を備える。各表示画素ＰＸ
は有機ＥＬ素子１６、一対の電源端子ＤＶＤＤ，ＤＶＳ
Ｓ間でこの有機ＥＬ素子１６に直列に接続され、例えば
Ｐチャネル薄膜トランジスタでなる駆動トランジスタ１
７、およびこの駆動トランジスタ１７のゲート電圧を保
持するコンデンサ１８により構成される。電源端子ＤＶ
ＤＤおよびＤＶＳＳは外部駆動回路３０から供給される
電源電圧ＶＥＬにより例えば＋１２．５Ｖおよび０Ｖの
電位に設定される。
【００１１】各画素スイッチ１３は例えばＮチャネル薄
膜トランジスタにより構成され、対応走査線１１から供
給される走査信号により制御され、対応信号線１２から
供給される映像信号を駆動トランジスタ１７のゲートに
印加すると共に、映像信号をコンデンサ１８に書き込
む。駆動トランジスタ１７はこの映像信号に応じた駆動
電流Ｉdを有機ＥＬ素子１６に供給する。有機ＥＬ素子
１６は蛍光性有機化合物を含む薄膜である発光層をカソ
ード電極およびアノード電極間に挟持した構造を有し、
発光層に電子および正孔を注入しこれらを再結合させる
ことにより励起子を生成させ、この励起子の失活時に生
じる光放出により発光する。
【００１２】ここで、例えば画素スイッチ１３を構成す
るＮチャネル薄膜トランジスタおよび駆動トランジスタ
１７を構成するＰチャネル薄膜トランジスタは、その半
導体層に多結晶シリコン膜を用いて構成されている。
【００１３】また、走査線ドライバ１４および信号線ド
ライバ１５は、画素スイッチ１３および駆動トランジス
タ１７と同一工程で形成される多結晶シリコン膜を用い
たＮチャネル薄膜トランジスタあるいはＰチャネル薄膜
トランジスタにより構成され、同一絶縁基板上に一体的
に形成される。
【００１４】外部駆動回路３０は有機ＥＬパネル１０の
外部に配置されるプリント基板上に形成される。この外
部駆動回路３０はデジタル映像信号をアナログ形式に変
換して信号線ドライバ１５に供給するＤＡコンバータ
（ＤＡＣ）３１と、走査線ドライバ１４、信号線ドライ
バ１５、およびＤＡＣ３１を制御するコントローラ３２
と、外部から供給される直流の電源電圧から有機ＥＬパ
ネル１０を駆動する各電源電圧を生成し供給するＤＣ／
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ＤＣコンバータ３３とを備える。コントローラ３２は外
部からのデジタル映像信号を補正する演算回路３４を介
してデジタル映像信号および同期信号を受け取り、垂直
走査タイミングを制御する垂直走査制御信号、水平走査
タイミングを制御する水平走査制御信号、および水平お
よび垂直走査タイミングに同期したＤＡＣ制御信号を同
期信号に基いて発生し、これら垂直走査制御信号、水平
走査制御信号、およびＤＡＣ制御信号をそれぞれ走査線
ドライバ１４、信号線ドライバ１５、およびＤＡＣ３１
に供給すると共に水平および垂直走査タイミングに同期
してデジタル映像信号をＤＡＣ３１に供給する。
【００１５】ＤＡＣ３１はＤＡＣ制御信号の制御により
デジタル映像信号をアナログ形式に変換して信号線ドラ
イバ１５に供給する。信号線ドライバ１５は水平走査制
御信号の制御により各水平走査期間においてＤＡＣ３１
から順次得られるアナログ信号をアナログ映像信号Ｖsi
gとして複数の信号線１２に並列的に供給する。走査線
ドライバ１４は垂直走査制御信号の制御により各フレー
ム期間において順次複数の走査線１１に走査信号を供給
する。すなわち、各走査線は互いに異なる１水平走査期
間（１Ｈ）において走査信号により駆動される。各行の
画素スイッチ１３は対応走査線１１から供給される走査
信号により１水平走査期間だけ導通し、走査信号が再び
１フレーム期間後に供給されるまで非導通となる。１行
分の駆動トランジスタ１７はこれら画素スイッチ１３の
導通により複数の信号線１２から供給されるアナログ映
像信号Ｖsigに対応した駆動電流Ｉdを有機ＥＬ素子１６
にそれぞれ供給する。この映像信号Ｖsigはコンデンサ
１８に書き込まれ、更新周期である１フレーム期間（１
Ｆ）毎に更新される。
【００１６】有機ＥＬパネル１０はさらに、複数の表示
画素ＰＸのマトリクスアレイにより構成される表示領域
ＤＡの外側となる遮光領域において表示画素ＰＸの列に
平行に配置される複数のダミー表示画素ＰＸ’を備えて
いる。また、このダミー表示画素ＰＸ’に沿って配置さ
れ、ダミー表示画素ＰＸ’を駆動する１本の補助信号線
１２’、複数の走査線１１および補助信号線１２’の交
差位置近傍に配置される複数の補助画素スイッチ１
３’、および複数のダミー表示画素ＰＸ’に接続される
電圧検出部２０を備える。他方、外部駆動回路３０はさ
らに外部コンピュータ等から得られるデジタル映像信号
および同期信号を受け取って、この同期信号に同期した
映像信号の演算処理を行い、その結果をコントローラ３
２に供給する演算回路３４を備える。
【００１７】各ダミー表示画素ＰＸ’は表示画素ＰＸと
等価な構造であって、ダミー有機ＥＬ素子１６’、一対
の電源端子ＤＶＤＤ，ＤＶＳＳ間でこのダミー有機ＥＬ
素子１６’に直列に接続されたＰチャネル薄膜トランジ
スタである駆動トランジスタ１７’、およびこの駆動ト
ランジスタ１７’のゲート電圧を保持するコンデンサ１
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８’により構成される。走査線１１は表示画素ＰＸと共
通に対応する補助画素スイッチ１３’のゲートに接続さ
れ、補助信号線１２’はこれら補助画素スイッチ１３’
をそれぞれ介して複数のダミー表示画素ＰＸ’の駆動ト
ランジスタ１７’のゲートに接続される。
【００１８】各補助画素スイッチ１３’は例えばＮチャ
ネル薄膜トランジスタにより構成され、対応走査線１１
を介して供給される走査信号により駆動されたときに補
助信号線１２’から供給されるダミー信号ＶＣを駆動ト
ランジスタ１７’のゲートに印加する。駆動トランジス
タ１７’はこのダミー信号ＶＣに応じた駆動電流Ｉd’
をダミー有機ＥＬ素子１６’に供給する。例えばこのダ
ミー信号ＶＣは、ダミー有機ＥＬ素子１６’を最大階調
で発光させる信号で、全てのダミー有機ＥＬ素子１６’
に供給される。
【００１９】電圧検出部２０は各ダミー表示画素ＰＸ’
のダミー有機ＥＬ素子１６’の両端子に接続され各々対
応駆動トランジスタ１７’からの駆動電流Ｉｄにより対
応ダミー有機ＥＬ素子１６’の両端子間に発生する端子
間電圧を検出する複数の電圧検出器２０Ａを有する。演
算回路３４の演算処理では、デジタル映像信号の階調値
がこれら電圧検出器２０Ａの検出結果の平均値に基いて
補正され、同期信号と共にコントローラ３２に供給され
る。コントローラ３２はこれら映像信号および同期信号
に対応して走査線ドライバ１４および信号線ドライバ１
５を制御し、複数の表示画素ＰＸの駆動トランジスタ１
７の各々が対応有機ＥＬ素子１６の駆動電流を調整す
る。
【００２０】図３は有機ＥＬ素子の発光効率および端子
間電圧の時間的変化を示す。各有機ＥＬ素子の発光効率
は時間の経過により低下し、この有機ＥＬ素子の端子間
電圧は発光効率の低下に伴って上昇する。
【００２１】各ダミー有機ＥＬ素子１６’は有機ＥＬ素
子１６と等価な構造であるため、このダミー有機ＥＬ素
子１６’の発光効率は有機ＥＬ素子１６と同様に低下
し、このダミー有機ＥＬ素子１６’の端子間電圧は発光
効率の低下に伴って上昇する。
【００２２】したがって本発明ではダミー有機ＥＬ素子
１６’の端子間電圧を検出し、発光効率が低下した場合
に表示画素ＰＸを駆動する映像信号を補正する。
【００２３】これらダミー有機ＥＬ素子１６’の端子間
電圧が複数の電圧検出器２０Ａによってそれぞれ検出さ
れ、例えば、複数のダミー有機ＥＬ素子１６’の端子間
電圧が発光効率の低下に伴って図３に示すように上昇す
ると、デジタル映像信号の階調値がこれら端子間電圧の
平均値の上昇に対応して複数の有機ＥＬ素子１６の駆動
電流を一律に増大するよう演算回路３４により補正され
る。この結果、各有機ＥＬ素子１６の輝度が発光効率の
低下を補償するように増大される。
【００２４】上述の実施形態の有機ＥＬ表示装置では、
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複数の有機ＥＬ素子１６は表示画面を構成する複数の発
光素子として設けられる。走査線ドライバ１４、信号線
ドライバ１５、コントローラ３２、ＤＡコンバータ３
１、ＤＣ／ＤＣコンバータ３３、走査線１１、信号線１
２、画素スイッチ１３、駆動トランジスタ１７、および
キャパシタ１８は映像信号に対応して複数の発光素子を
駆動する駆動回路として設けられる。この駆動回路は複
数の有機ＥＬ素子１６で生じた発光効率の低下に対して
複数の有機ＥＬ素子１６の輝度を増大させる制御部とし
てダミー有機ＥＬ素子１６’、電圧検出部２０、および
演算回路３４を有する。ダミー有機ＥＬ素子１６’は複
数の有機ＥＬ素子１６と略等価な構造を持ち所定の駆動
電流で駆動されるダミー発光素子として設けられ、電圧
検出部２０は複数の有機ＥＬ素子１６と同様にダミー有
機ＥＬ素子１６’で生じる発光効率の低下に伴って上昇
するダミー有機ＥＬ素子１６’の端子間電圧を検出する
ために設けられ、演算回路３４は電圧検出部２０の検出
結果に基いて映像信号を補正することにより複数の有機
ＥＬ素子１６の駆動電流を調整するために設けられる。
【００２５】この構成によれば有機ＥＬ素子１６の発光
効率が低下しても、この有機ＥＬ素子１６の輝度が映像
信号の階調値を補正することにより維持される。有機Ｅ
Ｌ素子１６の輝度が半減した状態になるまでの寿命が３
０００時間であった場合、この輝度の半減を７０００時
間程度まで遅らせることができる。発光効率の低下を補
償しない場合に対して２倍以上有機ＥＬ素子１６の寿命
を延ばすことができる。従って、有機ＥＬ表示装置をよ
り長期間に渡って利用することが可能である。
【００２６】尚、本発明は上述の実施形態に限定され
ず、その要旨を逸脱しない範囲で様々に変形可能であ
る。
【００２７】上述の実施形態では、複数のダミー有機Ｅ
Ｌ素子１６’が有機ＥＬパネル１０に配置されたが、単
一の有機ＥＬ素子１６’を配置しこの単一の有機ＥＬ素
子１６’の端子間電圧だけで映像信号の階調値を補正す
るようにしてもよい。
【００２８】また、上述の実施形態では、全てのダミー
有機ＥＬ素子１６’に同じダミー信号ＶＣを供給した
が、これに限定されず、例えばダミー有機ＥＬ素子１
６’のそれぞれに異なるダミー信号ＶＣを供給してもよ
く、例えば最小階調から最大階調の各階調に対応するダ
ミー信号ＶＣを供給してもよい。
【００２９】また、ダミー信号ＶＣに任意の信号線に供
給されるアナログ映像信号を用いてもよく、例えば、ダ
ミー有機ＥＬ素子１６’に隣接する有機ＥＬ素子１６の
アナログ映像信号を用いてもよい。
【００３０】また、複数の有機ＥＬ素子１６が例えば特
性の異なる発光層で構成される複数グループの有機ＥＬ
素子で構成される場合、各グループの特性に対応した複
数のダミー有機ＥＬ素子１６’を構成してもよい。これ
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らダミー有機ＥＬ素子１６’に各々対応グループの有機
ＥＬ素子１６と略等価な構造、発光特性を持たせること
で各グループの素子特性に応じてグループ毎に発光効率
の低下を補償できる。すなわちダミー有機ＥＬ素子１
６’が所定の駆動電流で駆動され、電圧検出部２０が複
数グループの有機ＥＬ素子１６と同様に複数のダミー有
機ＥＬ素子１６’でそれぞれ生じる発光効率の低下に伴
って上昇する複数のダミー有機ＥＬ素子１６’の端子間
電圧を検出し、電流調整部が電圧検出部２０の検出結果
に基いて映像信号を補正する複数グループの有機ＥＬ素
子１６の駆動電流をそれぞれ調整するように構成するこ
とができる。
【００３１】特に、各グループの有機ＥＬ素子１６が対
応発光色で発光するよう構成される場合には、各発光色
に対応するダミー有機ＥＬ素子１６’を形成し、それぞ
れのダミー信号はこれら発光色間の輝度バランスに依存
して互いに異なる所定値に設定されてもよい。有機ＥＬ
素子１６の発光効率は、発光層の材料、異なる発光色間
で一様に低下することは一般的でないため、このような
構成とすることがホワイトバランスを維持するために好
ましい。
【００３２】また、上述の実施形態では映像信号が複数
の有機ＥＬ素子１６の輝度を増大するためにダミー有機
ＥＬ素子１６’の端子間電圧に基づいて補正されたが、
例えば電源電圧ＶＥＬを増大させてもよい。さらに、初
期状態でダミー有機ＥＬ素子の発光時間を制限して所望
の輝度を得ている場合には、輝度を増大するために駆動
時間を長くすることも可能である。
【００３３】さらに、上述の実施形態および変形例は有
機ＥＬ素子１６およびダミー有機ＥＬ素子１６’を用い*
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*て説明したが、これら有機ＥＬ素子１６およびダミー有
機ＥＬ素子１６’は自己発光可能な他の発光素子に置き
換えてもよい。
【００３４】
【発明の効果】本発明によれば、発光素子の寿命をより
長くすることができる画像表示装置を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ表示装置の
構成を示す回路図である。
【図２】図１に示す有機ＥＬ表示装置の一部の構成をよ
り詳細に示す回路図である。
【図３】図２に示す有機ＥＬ素子の発光効率および端子
間電圧の時間的変化を示すグラフである。
【符号の説明】
１６…有機ＥＬ素子
１６’…ダミー有機ＥＬ素子
１７…駆動トランジスタ
１７’…駆動トランジスタ
１８…キャパシタ
１８’…キャパシタ
２０…電圧検出回路
２０Ａ…電圧検出器
３１…ＤＡＣ
３２…コントローラ
３３…ＤＣ／ＤＣコンバータ
３４…演算回路
ＰＸ…表示画素
ＰＸ’…ダミー表示画素
ＤＶＤＤ，ＤＶＳＳ…電源端子

【図２】 【図３】
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